
予算特別委員会 議事次第  

 

 

令和８年７月９日（木） 

午 後 ３ 時 目 途  

於 ： 大 会 議 室  

 

 

１  開   会  

 

 

 

 

 

２  付託議案  

 

 

 (1) 討   論  

 

 

 (2) 採   決  

 

 

 

 

 

３  閉会中の継続審査及び調査  

 

 

 

 

 

４  閉   会  

 

 

 

 

 



予算特別委員会 議案付託表 

 
 

議案番号 件               名 

    １ 令和８年度京都府一般会計補正予算（第１号） 

  ２ 令和８年度京都府国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 １２ 財産取得の件（京都府立看護学校学生寮） 

 



令和８年７月９日  

 

 予算特別委員長 殿 

 

予算特別委員会小委員会委員長 磯 野   勝  

 

予算特別委員会補正予算審査小委員会審査報告書 

 

 本小委員会に依頼の議案について、詳細審査の結果、下記のとおり適否を確認いたし

ました。 

記  

 

議案番号 件           名 詳細審査結果 

第 1 号 
 
令和８年度京都府一般会計補正予算（第１号） 

 
適   当 

 

第 2 号 
 
令和８年度京都府国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号） 
 

同   上 

第 12 号 
 
財産取得の件（京都府立看護学校学生寮） 

 
同   上 
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令和８年６月定例会 予算特別委員長報告（案） 

 

予算特別委員会に付託されております、第１号議案令和８年度京都府一般会計補

正予算を含む３件の議案につきまして、審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 

今回の補正予算は、「子育て環境日本一・京都の深化」、「世界に輝く京都産業

・文化の創造」、「府民の命と健康を守り抜く安心できる京都の確立」という３つ

の観点を中心に、これまで進めてきた「あたたかい京都」を土台とした、３期目の

西脇知事が目指す、誰もが「わくわくする京都」に向けた府政運営を具現化し、今

後４年間で取り組むべき課題への挑戦の第一歩として編成された、重要な政策予算

であります。 

 

また、本定例会の招集日には、施政方針が示されたことを踏まえ、本委員会補正

予算審査小委員会による書面審査、そして、西脇知事をはじめ関係理事者に出席を

求めた総括質疑を行い、補正予算をはじめとした府政の重要課題を中心に、様々な

角度から、厳正に審査を行ったところであります。 

 

 審査の結果についてでありますが、子育て環境の充実、産業の振興や文化の創造、

農林水産業の活性化、交流・連携の推進、健やかな暮らしの実現、災害対応力や防

犯の強化など、重要な課題に対し、時代の変化に柔軟に対応し、府民一人ひとりが

安心して暮らし、未来に希望をもつことのできる社会の実現を目指そうとするもの

であり、多くの委員が評価したところであります。 

 

 なお、審査の過程におきまして、各委員から様々な意見や要望が述べられました

が、その主なものはお手元に配付いたしております「指摘・要望事項一覧」のとお

りであります。 

 

それでは、付託議案に対する採決の結果を申し上げます。 

 

 

（審査結果） 
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以上が本委員会に付託されました議案の審査の経過及び結果であります。 

 

 今後の府政運営につきましては、おって、議長から知事に対し提出される予算審

議を踏まえた「意見・提言」について、十分に反映されますよう、内容について申

し上げます。 

 

１（ひとつ）、子育て環境日本一・京都の深化については、子育てにやさしい職場 

づくりや保育士の確保・処遇改善に取り組むこと。 

また、公立高校改革を先導する取組の実施や多様なニーズに応じた府立高校にお 

ける教育研究開発、府立大学の施設整備の着実な推進を図るとともに、南部児童相

談所の機能強化の検討を進めること。    

 

１（ひとつ）、京都産業の未来を切り拓くについては、中小企業応援隊が行う支援 

施策の情報発信機能を強化する取組への支援や、ＡＩを活用する中小企業への支援 

を充実すること。 

また、フードテックの推進による食産業の高付加価値化や、けいはんな学研都市 

における自動運転バスの社会実装に向けた取組を推進すること。 

 

１（ひとつ）、豊かな恵みをもたらす農林水産業の活性化については、京の地域農 

業モデル形成プロジェクトによる持続可能な営農モデルの形成や、世界に広がる宇 

治茶ブランドの構築に取り組むこと。 

また、モデルフォレスト運動の拡大に向けた取組を推進すること。 

 

１（ひとつ）、文化が息づく京都を磨くについては、「Ｋｙōｔｏ ＹｏｕＭｅ  

Ｔｒｉｅｎｎａｌｅ」による新たな文化の創造に向けた取組を進めること。 

 

１（ひとつ）、地域に活力を生み出す交流・連携の推進については、地域課題の解

決に向け、広域振興局による取組や、地域未来づくりプロジェクトによる関係機関

と連携した活動への支援を進めること。 

 また、府民総体をリニューアルした「ＫＹＯＴＯ ＧＡＭＥＳ」を通じたスポー

ツ参加の裾野の拡大や、環境リーダーの育成などによる脱炭素社会の実現に向けた

取組を推進するとともに、移住・定住の促進、府政の効果的な広報・広聴に努める

こと。 
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 京都舞鶴港については、賑わい創出の拠点となるよう、人々が集い交流する空間

の整備を推進すること。 

 

１（ひとつ）、健やかに暮らせる社会を創るについては、きょうのつながるひろば

モデル事業により、地域のあらゆる世代が交流する場を創出すること。 

また、発達障害児の早期支援に向けて、関係機関と連携して取り組むこと。 

さらに、府立看護学校の整備に伴う看護師確保の取組を進めること。 

 

１（ひとつ）、府民を災害・犯罪から守るについては、府民の安全・安心の要とな

る警察署・交番の環境整備に努めること。 

また、「京都式避難生活サポーター」の育成や避難所運営の手引きの作成などに 

より、市町村等と連携した避難所の体制や環境整備を推進すること。 

 

１（ひとつ）、人・物・物流・日々の生活の基盤づくりについては、持続可能な地 

域共創交付金を通じた市町村への支援に努めること。 

また、地域の発展やまちづくりを支える基盤整備、地域交通の現状把握を進める 

こと。 

 

１（ひとつ）、中東情勢への対応については、中東情勢による中小企業の深刻な影 

響を踏まえ、制度融資の拡充などの対応を行うこと。  

 

このほか、本委員会審議の中で、各委員から述べられた事項につきましても、御

配慮いただくよう願うものであります。 

  結びに、各委員の皆様には、終始熱心に、慎重かつ厳格な御審査を賜り、円滑な

審議運営に御協力をいただきましたことに、心から感謝申し上げますとともに、田

島 祥充 副委員長、田中 健志 副委員長、山口 勝 副委員長、筆保 祥一 幹事

並びに浜田 良之 幹事には、委員会運営に格段の御尽力を賜りましたことに厚く

御礼を申し上げまして、予算特別委員長報告といたします。 
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令和８年６月定例会予算特別委員会  指摘・要望事項一覧  

 

 

【施策体系事項】 

１ 子育て環境日本一・京都の深化 

子育てにやさしい職場づくりや保育士の確保・処遇改善に取り組むこと。 

また、公立高校改革を先導する取組の実施や多様なニーズに応じた府立高校にお

ける教育研究開発、府立大学の施設整備の着実な推進を図るとともに、南部児童相

談所の機能強化の検討を進めること。 

 

２ 京都産業の未来を切り拓く 

中小企業応援隊が行う支援施策の情報発信機能を強化する取組への支援や、ＡＩ

を活用する中小企業への支援を充実すること。 

また、フードテックの推進による食産業の高付加価値化や、けいはんな学研都市

における自動運転バスの社会実装に向けた取組を推進すること。 

 

３ 豊かな恵みをもたらす農林水産業の活性化 

   京の地域農業モデル形成プロジェクトによる持続可能な営農モデルの形成や、世

界に広がる宇治茶ブランドの構築に取り組むこと。 

また、モデルフォレスト運動の拡大に向けた取組を推進すること。 

 

４ 文化が息づく京都を磨く 

「Ｋｙōｔｏ ＹｏｕＭｅ Ｔｒｉｅｎｎａｌｅ」による新たな文化の創造に向け

た取組を進めること。 

 

５ 地域に活力を生み出す交流・連携の推進 

  地域課題の解決に向け、広域振興局による取組や、地域未来づくりプロジェクト

による関係機関と連携した活動への支援を進めること。 

  また、府民総体をリニューアルした「ＫＹＯＴＯ ＧＡＭＥＳ」を通じたスポー

ツ参加の裾野の拡大や、環境リーダーの育成などによる脱炭素社会の実現に向けた

取組を推進するとともに、移住・定住の促進、府政の効果的な広報・広聴に努める

こと。 

  京都舞鶴港については、賑わい創出の拠点となるよう、人々が集い交流する空間

の整備を推進すること。 
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６ 健やかに暮らせる社会を創る 

  きょうのつながるひろばモデル事業により、地域のあらゆる世代が交流する場を

創出すること。 

また、発達障害児の早期支援に向けて、関係機関と連携して取り組むこと。 

さらに、府立看護学校の整備に伴う看護師確保の取組を進めること。 

 

７ 府民を災害・犯罪から守る 

府民の安全・安心の要となる警察署・交番の環境整備に努めること。 

また、「京都式避難生活サポーター」の育成や避難所運営の手引きの作成などによ

り、市町村等と連携した避難所の体制や環境整備を推進すること。 

 

８ 人・物・物流・日々の生活の基盤づくり 

持続可能な地域共創交付金を通じた市町村への支援に努めること。 

また、地域の発展やまちづくりを支える基盤整備、地域交通の現状把握を進める

こと。 

 

９ 中東情勢への対応 

  中東情勢による中小企業の深刻な影響を踏まえ、制度融資の拡充などの対応を行

うこと。 

 

 

 

 



（案） 

令和８年 月 日  

 

 京都府議会議長 荒 巻 隆 三 殿 

                                                    

予算特別委員長 磯 野   勝  

 

         閉会中の継続審査及び調査要求書 

 

 本委員会に付されている事件は、下記の理由により、引き続き審査及び調

査を要するものと認めるから、京都府議会会議規則第75条の規定により申し

出ます。 

 

                記 

 

１ 件  名 

   予算に関する調査について 

 

２ 理  由 

  審査及び調査が結了しないため 
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